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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

 □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

機関内規程（2022 年 3 月 9 日改正、2021 年 4 月 1 日施行）を基本指針に則り策定している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

公私動協が公開する最新の規程（雛形）等を参考に、特に飼養保管基準にかかわる実験動物の飼養及

び保管と動物実験等の実施施設の維持管理を再確認のうえ、規程に反映する。 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

相模女子大学動物実験委員会委員名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

基本指針で定められている３つのカテゴリーの委員を含んでいる。 

４）改善の方針、達成予定時期 

「実験動物に関して優れた識見を有する者」が 2 名配置できていないため、委員の増員について検討

する。 

 

３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

 □ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

 ■ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 
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相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験終了・中止報告書 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験経過報告書 

動物実験委員会議事録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

「相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程」に基づき、動物実験委員会による

動物実験計画書についての審査が行われ、終了・中止された動物実験について、結果の報告がなされ

ている。ただし、一部申請書類及び動物実験計画書の記載事項が未整備である。 

４）改善の方針、達成予定時期 

「飼養保管施設設置承認申請書」「実験室設置承認申請書及び廃止届」の様式を整備する。また、動物

実験計画書は、「人道的エンドポイント」「動物死体の処理方法」「苦痛軽減」について委員会で審査で

きる様式に改善する。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

相模女子大学遺伝子組換え実験に関する規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

規程に安全管理に注意を要する実験について記載してあるが、遺伝子組換え動物を用いる実験は、現

在、実施していない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 
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相模女子大学・相模女子大学短期大学部飼養保管マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

飼養保管施設管理者及び実験動物管理者を配置しており、使用保管マニュアル・緊急時の対応マニュ

アル・学内外の緊急連絡網を整備している。また、飼育環境の作業点検表の策定及び定期的な点検は

行えているが、微生物モニタリングができていない。 

４）改善の方針、達成予定時期 

微生物モニタリングを外部委託して実施する。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

特になし。 

 

 

Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会の活動状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

動物実験委員会議事録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程に基づき、動物実験委員会は、動物実

験計画の審議及び調査、学長への動物実験の実施結果に関する報告並びに助言、議事録の保存につい

て適正に実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 
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相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験自己点検報告書 

動物実験委員会議事録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

学長は、動物実験委員会の審査を経て動物実験計画を承認・却下、動物実験責任者は、実施結果報告

書を提出、動物実験自己点検報告書は動物実験委員会委員長名で学長に提出する等、適正に実施して

いる。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 □ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験自己点検報告書 

動物実験委員会議事録 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

安全管理を要する動物実験が適正に実施されている。また、動物実験委員会のうち 1 名が遺伝子組換

え実験安全委員会にも所属しており、必要な情報共有を行っている。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験自己点検報告書 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部飼養保管マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

飼養・保管マニュアルに基づき、使用保管施設を運営している。また、実験動物の健康及び安全の保
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持、動物の数等の記録を行い、適正に使用保管を実施している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物飼育室施設図面 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験計画書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

飼養保管施設は、入退室の記録を実施している。動物実験委員長が定期的に調査・視察をしているが、

その報告書を記録として残すしくみが整備できていないため、それらを整備する。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

公益社団法人 日本実験動物学会より提供された教育動画「動物実験は機関管理されています」を活用

し、関連法令やそれらに基づく機関内体制、3Rs の理念等の教育訓練を行っている。ただし、その他

の事項に対する教育訓練が不足している。 

４）改善の方針、達成予定時期 

教育訓練の内容に、動物実験等の方法に関する基本的事項、実験動物の飼養保管に関する事項、安全

確保・安全管理に関する事項、人獣共通感染症に関する事項、施設等の利用に関する事項等を追加す

る。教育訓練を実施した日や実施内容を記録する体制が整備されていないため、それらを整備する。 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 
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 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験に関する規程 

相模女子大学・相模女子大学短期大学部動物実験自己点検報告書 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

特になし。 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

特になし。 

 


